
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

公益社団法人神奈川県介護福祉士会 

②施設・事業所情報 

名称：入道雲 種別：施設入所支援、生活介護、短期入所 

代表者氏名：佐藤 伸 定員（利用人数）：      ５０名 

所在地：〒253-0008 茅ケ崎市芹沢７８６                        

TEL：０４６７－５４－５４２４ ホームページ：http://www.syonokai.jp 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：１９９６年５月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人翔の会 

 職員数 常勤職員：      ３０名 非常勤職員       ２７名 

 専門職員 看護師         ２名  

作業療法士       １名  

管理栄養士       ２名  

 施設・設備

の概要 

個室（５０） 浴室２、トイレ１３ 

 デイルーム２（外部３） 

③理念・基本方針 

◇基本理念 

 誰もが地域で暮らせるために 

（大切にしたいこと） 

 １．一人ひとりをかけがえのない存在として尊重します。 

 ２．本人を中心として寄り添う支援を行います。 

◇基本運営方針 

 １．利用者本人を中心とし、本人の意向を尊重した支援を行います。 

 ２．利用者の人格と性差を尊重した介助を行います。 

 ３．利用者の権利擁護とサービスの向上を目指して、事故と虐待を防止し、利用者の

権利を守ります。 

 ４．ソーシャルインクルージョンの理念に基づき、全ての人が地域の中で互いの生き

方を尊重し合い、交じり合って生活ができる共生社会をめざします。その実現のた

め多職種他機関との連携を大切にします。 

 ５．職員のキャリアアップに努め、職員研修の充実を図ります。 

 ６．職員が安心して働き続けられる職場作りをめざします。 

 ７．適切な財務管理と会計処理システムに努め、信頼性の高い効果的・効率的な経営

体制を確立します。 

 ８．サービスの質の向上のため、リスクマネージメントの充実やコンプライアンスの

徹底、情報公開による透明性の確保を図ります。 

④施設・事業所の特徴的な取組 

○利用者の８割は言葉での意思確認が難しいため、写真や絵カードを使用したり、それ

でもイメージがつかめない方には現物を呈示したりして、利用者個々の特性に合わせ

た関わりを行っている。使用する絵カードは、利用者と一緒に考えながら作成してい

る。利用者とコミュニケーションをとり、スタッフ自身も楽しみながら仕事に携わっ

ている。また、３年前より、県の「意思決定支援」のモデル事業に取り組んでいる。

http://www.syonokai.jp/


「意思決定支援」の取り組みは、少人数から始め、現在は２０名の利用者を対象にし

て、口頭や写真などを使用して行っている。 

○作業療法士を配置し、また同一建物内の水平線に勤務する理学療法士の協力を仰ぎ、

希望する利用者に対して機能訓練を行っている。作業療法士が個別のリハビリテーシ

ョン計画を作成し、プログラムメニューを提供している。利用者の平均年齢が５０歳

を超えたことから、体力や筋力の低下も考えられるため、生活の中でのリハビリテー

ションも行っている。下肢の筋力低下防止のため、作業療法士の指示のもと、スタッ

フ付き添いで小さなバランスボールでの足踏みや、階段の昇降などの訓練を生活の中

で行っている。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

２０２３年６月１日（契約日） ～ 

２０２４年２月９日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）  ２回（２０１０年度） 

⑥総評 

◇事業所の特色や努力、工夫していること、事業所が課題と考えていること等 

○入道雲は福祉総合援助施設「空と海」の２階にあり、重い知的障害や自閉症スペクト

ラムの利用者５０名が、３つのユニットに分かれて生活を送っている。全室個室を提

供し、利用者が安心して生活できることを優先し、居室内の配置は利用者自身が決め

ている。 

○利用者の日中活動は大きく５グループに分かれ、ポスティングやアルミはがし、自主

製品のあられ作り、洗濯などさまざまあるが、どの活動に参加するかは、利用者本人

に選んでもらっている。実際にやってみて楽しいと感じ継続している方もいるが、自

分に合わないと感じた方には他の活動を選んでもらっている。利用者本人が自分で考

え、選択できるようにしている。 

○利用者の人権に対する取り組みとして、言葉遣いについてのグレーゾーンなど、不適

切な対応かどうか、スタッフ間で検討する他、他施設の職員のアドバイスも受けてい

る。スタッフは、利用者の行動制限について、常に意識しながら活動している。行動

制限しなければ危険を伴う場合も、そのことは利用者の自由の権利を奪うことではな

いかなど、グループ会議で具体的な行動について話し合いを行っている。その行為自

体を問題にするのではなく、背景にある原因を突き止めるようにしている。その方の

生き方、感じていることを尊重しながら、日々の支援に携わっている。 

○コミュニケーション手段として写真や絵カードを使用している。また、独自の手話を

使ってコミュニケーションをとっている利用者もいる。言葉でのコミュニケーション

が困難な方が多いため、スタッフは常に利用者とのコミュニケーションについて課題

があると考えている。４年前より、自閉症の子どもとのコミュニケーションの研修で

学んだ「SCERTSモデル」を、数人の利用者を対象に活用している。困ったときに急

に走り出す行動が軽減したり、遊びの中にスタッフが一緒に関わることで大声を出す

ことが減少したりと、取り組みの効果が出てきていると感じている。 

○利用者と関わる時間を多く持ち、利用者と話す機会をできるだけ作るようにしている。

家族に会いたい、墓参りに行きたいなどの相談があった場合は、利用者の意思を尊重

し、できるだけ早急に実施できるようにしている。実際に家族に会いに行ったり、墓

参りに行って、利用者は満足している。個別支援計画の話をする時などは、落ち着い

てゆっくり話ができるよう、施設内の相談室を使って、利用者の話を聞いている。 

○利用者に提供する食事は、個々のニーズや希望を大切にして提供している。栄養士が

献立表を作成し、利用者個々の栄養計画を立てている。ペースト食や刻み食、常食な

どの食形態は、栄養士や作業療法士、言語聴覚士などが身体の状況に応じて、利用者

本人と相談しながら提供している。咀嚼せずすぐに飲み込んでしまう方には小鉢で提



供したり、偏食の方には食べられるものへ代替えしたり、異食のある方には環境の整

備をしたりと、個々に応じた対応を支援計画書に記載している。食前と食後に入浴の

時間を設け、利用者は好きな時間帯に入浴している。 

○利用者が地域の運動会などの行事に参加している。近くの運動公園などを利用して、

利用者は身体を動かし楽しんでいる。また、秋祭りなどのイベントを企画し、地域の

方々の協力を得て開催している。元花火師のスタッフとともに花火大会を計画したり、

夏は盆踊りなどを実施している。後援会の方たちの協力を得て、利用者の着付けを手

伝ってもらうなど、地域社会との関係性は深い。今後もさらに社会参加が増えるよう

な支援を考えていきたいと考えている。 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回、入道雲で、第三者評価を受けさせていただく中で、職員への聞き取りやアンケー

ト・会議などを開催して、出来るだけ多くの立場の職員に関わってもらうことが出来ま

した。その中で、自分達の施設が、何が出来ていて何が出来ていないか・何を大切にし

ていきたいのかを改めて確認することが出来ました。そして、取り組んで行かなければ

ならない課題に着目する事ができました。今後、今回の結果を職員で共有して、支援に

生かしていきたいと思います。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


